
再
編
動
向
と
拡
充
後
の
資
金
交
付
制
度
の
活
用
が
今
後
の
共
同
化
の
焦
点
に

勢
力
図
の
塗
り
替
え
で
新
局
面
に
進
む

勢
力
図
の
塗
り
替
え
で
新
局
面
に
進
む

地
銀
勘
定
系
シ
ス
テ
ム

地
銀
勘
定
系
シ
ス
テ
ム

地
銀
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
市
場
は

３
社
の
寡
占
状
態
に

　

銀
行
業
は
「
装
置
産
業
」
と
い
わ

れ
る
と
お
り
、
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を

中
核
と
し
た
シ
ス
テ
ム
投
資
が
大
き

い
。
そ
こ
で
地
域
銀
行
で
は
、
そ
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
１
９
７
０

年
代
以
降
、
複
数
行
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
共
同
化
が
始
ま
っ
た
。

２
０
１
０
年
以
降
の
15
年
間
で
合

併
が
進
み
、
地
域
銀
行
の
総
数
が
１

０
６
行
か
ら
97
行
に
減
少
す
る
な
か
、

共
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
銀
行
は

10
年
の
65
行
か
ら
25
年
に
は
89
行
ま

で
拡
大
し
た
（
図
表
１
）。
大
き
く

分
け
て
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
集
約
さ

れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｇ
Ｙ
（
ビ
プ
ロ
ジ
ー
、
旧
日
本
ユ

ニ
シ
ス
）
の
３
社
に
よ
る
寡
占
状
態

が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
共
同
シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
ず
自
前

の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
・
運
用
す
る
銀

行
は
わ
ず
か
８
行
の
み
で
あ
る
。

　

参
加
行
数
が
最
も
多
い
の
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
が
開
発
し
た
Ｂ
ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
（
ベ
ス
タ
）
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
横
浜
銀
行
な
ど
大
規
模
銀

行
も
含
ま
れ
る
が
、
多
く
は
中
小
規

模
の
銀
行
で
あ
る
。
対
照
的
に
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
参
加
行
は
、
比
較
的
大

規
模
な
銀
行
を
中
核
と
し
て
共
同
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
。
前
者
の

平
均
預
金
額
は
後
者
の
約
半
分
と
な

っ
て
お
り
、
ビ
プ
ロ
ジ
ー
参
加
行
と

地
域
銀
行
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
は
、
富
士
通
の
撤
退
や
日
立
製
作
所
の
苦
戦
な
ど
ベ
ン
ダ
ー

勢
力
図
の
激
変
を
経
て
３
社
の
ベ
ン
ダ
ー
と
２
大
金
融
グ
ル
ー
プ
に
集
約
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド

化
に
よ
る
「
大
同
団
結
」
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
金
融
庁
は
資
金
交
付
制

度
を
活
用
し
て
、
さ
ら
な
る
再
編
を
含
む
業
務
の
効
率
化
を
促
す
構
え
だ
。
イ
ン
フ
ラ
の
共

有
と
い
う
新
た
な
潮
流
は
、
地
域
金
融
力
の
向
上
に
真
に
資
す
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
激
動

す
る
シ
ス
テ
ム
再
編
の
現
状
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
た
論
点
を
展
望
す
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｉ
金
融
経
済
研
究
所　

特
任
研
究
員山

沖
義
和
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地銀勘定系システム市場の最新動向

比
較
し
て
も
約
８
割
に
と
ど
ま
る
。

傘
下
の
共
同
シ
ス
テ
ム
の

統
合
を
進
め
る
２
大
勢
力

　

個
々
の
共
同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

概
観
し
た
い
。
ま
ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

の
ベ
ス
タ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
共
同
シ

ス
テ
ム
群
に
は
約
半
数
の
48
行
が
参

加
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
38
行
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
自
身
が
、
10
行
は
日
立

が
運
用
を
担
当
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
21
年
に
勘
定
系

シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
に
着
手
し
、

22
年
11
月
に
は
複
数
の
共
同
シ
ス
テ

ム
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
共
同
利
用
す
る

「
統
合
バ
ン
キ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
構

想
」
を
公
表
し
た
。
24
年
に
は
第
１

弾
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
化
の
た
め
の

ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
「
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
」
を

Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｒ
で
稼
働
さ
せ
た
。
28
年

以
降
、
地
銀
共
同
セ
ン
タ
ー
等
に
統

合
バ
ン
キ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
を
提
供
す

る
予
定
で
、
ベ
ス
タ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

統
合
運
用
に
動
き
出
し
て
い
る
。

　

次
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
大
規
模
な

銀
行
が
開
発
を
主
導
す
る
四
つ
の
共

同
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
同
社
は
、
22
年
11
月
に
次
世

代
勘
定
系
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と

し
て
「
共
同
化
の
共
同
化
」
を
掲
げ

〔図表１〕 共同システムを利用する地域銀行数の推移

ベンダー名
共同システムの名称・銀行数

2010年5月 2017年7月 2025年10月

NTTデータ

BeSTA＊ 10 BeSTA＊ 14 BeSTA＊ 13
BeSTAcloud＊ 2 BeSTAcloud＊ 9

MEJAR＊ 1 MEJAR＊ 4 MEJAR＊ 5
STAR-ACE 7 STELLA CUBE＊ 8 STELLA CUBE＊ 11

SBK 6 SBK 6
24 34 38

日立製作所

NEXTBASE＊ 6 NEXTBASE＊ 12 NEXTBASE＊ 10

NEXTSCOPE 3 Banks’ware 3
Linux基盤の
オープン勘定系
（OpenStage等）

3

BCS 3
12 15 13

BeSTAベース＊ 17 40 48

日本IBM

じゅうだん会 6 じゅうだん会 7 じゅうだん会 7
Chance 5 Chance 7 Chance 8
Flight21 4 Flight21 4 Flight21 4

TSUBASA 3 TSUBASA 5
15 21 24

BIPROGY
BankVision 5 BankVision 9 BankVision 10
ACROSS21 3

8 9 10
NTTデータ・日本IBM りそな共同システム 2
SBIHD（フューチャ
ーアーキテクト）

次世代
バンキングシステム 2

富士通 PROBANK 4 PROBANK 3
4 3

NEC
BankingWeb21 2 BankingWeb21 3

2 3
共同システム
利用行数 合計 65

（61.3％） 合計 85
（81.0％） 合計 89

（91.8％）

NEC
BankingWeb21＊＊ 1

1
自営等 41 20 7

（地域銀行総数） 106 105 97
（注）１ ．＊印はＢｅＳＴＡベースの共同システム。
　　２ ．ＮＴＴデータの38行（25年10月）にりそな共同システムの２行は含まれていない。
　　３ ．共同システム利用行数は２行以上が利用している場合の合計であり、＊＊印は共同システムの利用行ではなく、自営

等としてカウントしている。
　　４ ．自営等には、単独自営のほか自行開発向け共同システム（富士通）が含まれている。
（出所） 　筆者作成（図表２も同じ）
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た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
24
年
に
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
と
協
力
し
て
地
域

金
融
機
関
向
け
に
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム

基
盤
の
共
同
利
用
を
実
現
す
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
を
開
始
し
た
。

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
、
Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
21
、

じ
ゅ
う
だ
ん
会
が
こ
れ
を
採
用
予
定

で
あ
る
。
同
時
に
、
経
営
資
源
の
共

有
化
を
図
る
た
め
、
各
共
同
シ
ス
テ

ム
の
運
用
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
傘

下
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
へ
の
統
合
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
開
発
を
担

う
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
ツ
バ
サ
）
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
に
お
い
て
は
、
５
行
が

勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
す
る

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
５
行
を
加
え

た
10
行
が
事
務
の
共
同
化
を
図
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
枠
組
み
で

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
（
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ

Ｆ
Ｔ
）
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
業
務
や
事
務
手
続
き
の
共

同
化
を
進
め
る
な
ど
、
独
自
の
動
き

を
見
せ
て
い
る
。
他
方
、
じ
ゅ
う
だ

ん
会
と
の
間
で
24
年
３
月
に
「
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
・
じ
ゅ
う
だ
ん
会
共
同

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
最

終
的
に
は
「
共
同
化
の
共
同
化
」
に

向
か
う
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

基
盤
を
固
め
る
ビ
プ
ロ
ジ
ー
と

岐
路
に
立
つ
日
立

　

ビ
プ
ロ
ジ
ー
は
、
オ
ー
プ
ン
勘
定

系
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ｖ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
」（
バ
ン
ク
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
武
器
に
、
地
域
銀
行
10
行
と

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
農
林
中
央
金

庫
に
採
用
さ
れ
、
第
３
の
勢
力
と
し

て
安
定
し
た
基
盤
を
築
い
て
い
る
。

同
社
は
ク
ラ
ウ
ド
戦
略
を
推
進
し
て

お
り
、
21
年
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ

ウ
ド
上
で
稼
働
す
る
「B

ankV
ision 

on A
zure

」
を
リ
リ
ー
ス
し
、
す
で

に
４
行
で
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　

い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
15

年
に
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｆ
Ｇ
）
の
下
に
統
合
さ
れ
た
鹿

児
島
銀
行
と
肥
後
銀
行
の
勘
定
系
シ

ス
テ
ム
の
統
合
問
題
で
あ
る
。
前
者

は
ビ
プ
ロ
ジ
ー
を
、
後
者
は
日
立
の

B
anks’w

are

を
採
用
し
て
い
る
。

両
行
は
25
年
度
中
の
決
着
を
目
指
し

て
い
る
も
の
の
、
規
模
・
各
県
内
シ

ェ
ア
共
に
拮
抗
し
て
い
る
た
め
、
二

つ
の
ベ
ン
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
で
激
し

い
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
第

３
の
選
択
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
か

た
ち
に
な
る
の
か
は
不
透
明
な
状
況

に
あ
る
。

　

日
立
は
ベ
ス
タ
ベ
ー
ス
の
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
を
運
用
す
る
一
方

で
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
基
盤
で
稼
働
す
る

オ
ー
プ
ン
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
が
、
開
発
の
遅
延
で
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
14
年
に
静

岡
銀
行
と
次
世
代
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
着
手
し
た
が
、
15
、
18
年
の
２
度

に
わ
た
り
開
発
の
遅
延
を
理
由
に
稼

働
時
期
を
延
期
し
、
21
年
に
オ
ー
プ

ン
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
こ
ぎ

着
け
た
。
こ
の
間
、
18
年
に
同
社
を

ベ
ン
ダ
ー
に
選
定
し
た
肥
後
銀
行
に

対
し
て
は
、
03
年
か
ら
運
用
し
て
い

る
既
存
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を
Ｌ
ｉ

ｎ
ｕ
ｘ
基
盤
で
稼
働
さ
せ
て
オ
ー
プ

ン
化
を
図
り
、
静
岡
銀
行
を
追
い
抜

い
て
19
年
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　

日
立
は
22
年
に
静
岡
銀
行
で
の
成

果
を
ベ
ー
ス
に
勘
定
系
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」（
オ
ー

プ
ン
ス
テ
ー
ジ
）
を
提
供
す
る
と
発

表
し
、
京
葉
銀
行
、
滋
賀
銀
行
、
伊

予
銀
行
へ
の
展
開
を
図
っ
た
。
し
か

し
、
京
葉
銀
行
で
も
難
航
し
、
同
行

で
は
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
一
部
利

用
し
つ
つ
個
別
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
構
築
し
て
、
14
年
の
開
発
着
手

か
ら
10
年
越
し
の
25
年
１
月
に
何
と

か
稼
働
さ
せ
た
格
好
だ
。

　

滋
賀
銀
行
に
至
っ
て
は
採
用
決
定

か
ら
４
年
目
の
24
年
12
月
に
、
オ
ー

プ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
た
め
の

開
発
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
日
立

か
ら
和
解
金
80
億
円
が
支
払
わ
れ
た
。

同
行
は
結
局
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の
富

士
通
製
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
を
更
改
し

た
上
で
、
27
年
以
降
に
つ
い
て
は
ビ

プ
ロ
ジ
ー
と
の
間
で
基
本
契
約
を
締

結
し
た
。
同
様
に
、
伊
予
銀
行
も
採

用
決
定
か
ら
１
年
半
後
の
25
年
２
月

に
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行
を

断
念
し
、
現
行
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
製
メ

イ
ン
フ
レ
ー
ム
の
更
改
を
決
め
た
。

こ
う
し
た
連
鎖
的
な
開
発
の
挫
折
を

見
る
と
、
か
つ
て
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル

で
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
た
富
士
通
の

共
同
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
」
の
二
の
舞
を
演
じ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
高
ま
る

自
行
開
発
の
メ
リ
ッ
ト

　

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ

Ｄ
）
と
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
の
二
つ
の
大
手

金
融
グ
ル
ー
プ
は
、
傘
下
の
子
会
社

や
資
本
参
加
行
に
対
し
て
共
同
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ

ウ
ド
の
Ａ
Ｗ
Ｓ
（
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
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サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
た
次
世
代
バ

ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
24

年
に
福
島
銀
行
、
25
年
に
島
根
銀
行

を
自
営
シ
ス
テ
ム
か
ら
移
行
さ
せ
た
。

東
和
銀
行
も
29
年
度
に
自
営
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
移
行
を
表
明
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
が
第
四
の
メ

ガ
バ
ン
ク
構
想
と
し
て
資
本
参
加
し

て
い
る
他
の
地
域
銀
行
は
既
存
の
共

同
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
お
り
、
必

ず
し
も
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
提
供
の
シ
ス
テ

ム
へ
の
集
中
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　

現
時
点
で
自
営
シ
ス
テ
ム
を
運
用

す
る
な
ど
共
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
な
い
地
域
銀
行
は
８
行
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
富
士
通
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
共

同
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る
も
の
が
な
く

な
り
、
単
独
自
営
行
と
し
て
前
者
に

４
行
、
後
者
に
３
行
残
る
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

　

富
士
通
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

い
る
銀
行
の
う
ち
滋
賀
銀
行
、
東
和

銀
行
、
富
山
第
一
銀
行
は
30
年
度
ま

で
に
他
の
共
同
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

群
馬
銀
行
は
27
年
度
の
第
四
北
越
銀

行
と
の
統
合
を
見
据
え
、
29
年
以
降

に
ツ
バ
サ
共
同
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
富
士
通
は
地
域
銀
行
の
勘
定
系

シ
ス
テ
ム
事
業
か
ら
完
全
に
撤
退
し
、

今
後
は
ソ
ニ
ー
銀
行
な
ど
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
銀
行
向
け
の
勘
定
系
シ
ス

テ
ム
開
発
に
注
力
す
る
方
針
だ
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
陣
営
に
は
単
独
自
営
の
沖

縄
銀
行
と
愛
媛
銀
行
が
残
る
。
特
に

後
者
は
24
年
に
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
を

更
改
し
て
お
り
、
当
面
は
現
状
維
持

の
見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
、「B

ank-
ingW

eb21

」
を
運
用
し
て
い
る
東

京
ス
タ
ー
銀
行
は
、
27
年
度
中
に
次

期
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の
更
改
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
予
定
で
あ
り
、

将
来
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
背
景
に
自
行
開
発

の
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
残
り
の
４
行
の
単
独
自
営

行
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
が
シ

ス
テ
ム
共
同
化
に
踏
み
切
る
可
能
性

は
当
面
、
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
も
あ
っ
て
、
最
近
は
シ
ス
テ

ム
に
精
通
し
た
人
材
確
保
が
い
っ
そ

う
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
八
十

二
銀
行
は
じ
ゅ
う
だ
ん
会
の
勘
定
系

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
た
め
、
グ
ル

ー
プ
内
に
２
０
０
人
超
の
シ
ス
テ
ム

部
門
を
抱
え
て
い
る
。
自
行
開
発
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
地
域
銀
行
に
よ
れ

ば
、「
シ
ス
テ
ム
要
員
が
業
務
内
容

・
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
て
い
る
た
め
、

柔
軟
な
開
発
や
継
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

運
営
に
役
立
っ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム

共
同
化
に
よ
る
効
率
性
を
上
回
る
ほ

ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
」
と
い
う
。

資
金
交
付
制
度
の
拡
充
に
伴
う

ベ
ン
ダ
ー
を
巻
き
込
む
争
奪
戦

　

金
融
庁
と
預
金
保
険
機
構
は
21
年

７
月
に
、
合
併
・
統
合
等
を
行
う
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
、
26
年
３
月
末
を

期
限
と
し
て
、
再
編
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
関
連
経
費
等
を
補
助
す
る
資
金
交

付
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

５
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
各
30
億
円
の

資
金
交
付
が
決
ま
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
ケ
ー
ス
で
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の

移
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表

２
）。
再
編
経
費
の
過
半
を
シ
ス
テ

ム
関
連
費
用
が
占
め
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
23
年
に
行
わ
れ

た
ふ
く
お
か
Ｆ
Ｇ
に
よ
る
福
岡
中
央

銀
行
の
子
会
社
化
や
、
横
浜
銀
行
に

よ
る
神
奈
川
銀
行
の
子
会
社
化
で
は
、

あ
え
て
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
銀
行
の

規
模
の
差
が
大
き
い
た
め
、
持
株
会

社
の
下
で
２
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
特
に
、
後
者

の
場
合
は
ベ
ス
タ
ベ
ー
ス
の
共
同
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
た
め
、
急

い
で
シ
ス
テ
ム
を
統
合
せ
ず
と
も
、

30
年
ご
ろ
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
が
計
画

す
る
統
合
バ
ン
キ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
へ

の
移
行
に
合
わ
せ
る
方
が
合
理
的
と

判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

25
年
12
月
に
金
融
庁
は
、
①
資
金

交
付
制
度
の
申
請
期
限
を
30
年
度
ま

で
延
長
す
る
こ
と
、
②
合
併
・
経
営

統
合
に
限
ら
ず
事
務
の
共
同
化
等
に

よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
る
際
に
も

資
金
交
付
を
行
う
こ
と
、
③
対
象
経

費
を
拡
充
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」

を
公
表
し
た
。

　

で
は
今
後
、
ど
の
銀
行
が
制
度
を

活
用
す
る
の
か
。
現
時
点
で
群
馬
銀

行
・
第
四
北
越
銀
行
、
千
葉
銀
行
・

千
葉
興
業
銀
行
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
経
営
統
合
を
公
表
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
単
独
自
営
の
群
馬
銀
行
は
、

第
四
北
越
銀
行
の
利
用
す
る
ツ
バ
サ

共
同
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
方
向
で

検
討
開
始
を
公
表
し
て
お
り
、
最
有

力
候
補
と
な
る
。

　

他
方
、
千
葉
銀
行
は
規
模
も
大
き

い
上
、
ツ
バ
サ
を
主
導
す
る
中
核
行

で
あ
る
た
め
、
通
常
で
あ
れ
ば
そ
こ

に
統
合
す
る
こ
と
が
有
力
な
選
択
肢

と
い
え
る
。
し
か
し
、
統
合
を
公
表
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す
る
１
年
半
前
の
24
年

２
月
に
千
葉
興
業
銀
行

は
、
28
年
１
月
を
メ
ド

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
が
進

め
て
い
る
統
合
バ
ン
キ

ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
を
適
用

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
経

営
統
合
す
る
も
の
の
当

面
合
併
は
行
わ
な
い
と

表
明
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
統
合
は

将
来
の
課
題
と
し
て
先

送
り
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
シ
ス
テ

ム
の
解
約
金
も
新
た
に

交
付
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
交
付
申
請
を

視
野
に
入
れ
て
シ
ス
テ

ム
統
合
を
行
う
可
能
性

も
残
さ
れ
て
い
る
。
31

年
３
月
末
の
申
請
期
限

に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
統

合
へ
の
動
き
が
加
速
し
、

肥
後
銀
行
・
鹿
児
島
銀

行
と
同
様
ベ
ン
ダ
ー
を

巻
き
込
ん
だ
争
奪
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
可
能

性
も
十
分
に
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
制
度

改
正
で
は
単
独
で
の
業
務
の
効
率
化

も
対
象
と
な
る
。
前
述
の
と
お
り
単

独
自
営
の
堅
持
を
表
明
し
て
い
る
４

行
の
う
ち
、
10
年
前
と
比
べ
て
営
業

経
費
率
が
悪
化
し
て
い
る
東
京
ス
タ

ー
銀
行
（
＋
０
・
18
％
㌽
）、
０
・

１
％
㌽
以
下
し
か
改
善
し
て
い
な
い

伊
予
銀
行
（
▲
０
・
03
％
㌽
）、
愛

媛
銀
行
（
▲
０
・
09
％
㌽
）
な
ど
が

シ
ス
テ
ム
刷
新
を
理
由
に
資
金
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
も
十
分
に
予
想
さ

れ
る
。

　

今
後
、
地
域
銀
行
が
資
金
交
付
制

度
を
利
用
し
つ
つ
、
真
の
意
味
で
地

域
金
融
力
を
向
上
で
き
る
の
か
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

や
ま
お
き
　
よ
し
か
ず

82
年
慶
應
義
塾
大
学
卒
、
大
蔵
省

（
現
財
務
省
）
入
省
。
財
務
省
・
金

融
庁
等
を
経
て
15
年
に
信
州
大
学
に

転
職
。
17
年
社
会
科
学
系
長
・
経
法

学
部
長
、
20
年
か
ら
信
州
大
学
大
学

院
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
長
を

兼
務
。
22
年
Ｓ
Ｂ
Ｉ
金
融
経
済
研
究

所
顧
問
。
24
年
信
州
大
学
名
誉
教
授
。

専
門
分
野
は
金
融
（
地
域
金
融
機
関

の
シ
ス
テ
ム
共
同
化
、
暗
号
資
産
等

の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）、
財
政
。

〔図表２〕 2022年以降の地域銀行の再編案件と資金交付（25年10月時点）
再編時期 
（年/月） 金融持株会社名

【再編後の 
銀行名】

再編前の銀行名 再編前のシステム
現在のシステム／ 

システム統合・移行等
の時期（年／月）

システム移行 
費用（億円）／ 
全体に占める 

割合
①持株会社設
立または子会
社化②合併

①21 ／ 10
（完全子会社
化：24/10）
②26/5

（福井銀行によ
る吸収合併）

福井銀行 BeSTA 
（NTTデータ） BeSTA 

（地銀共同センター）
（NTTデータ）
19/1（合併は26/5）

81（73％）
福邦銀行

独自（富士通（APFS））
→STELLA CUBE
（NTTデータ）

①22/4
②25/1

プロクレアHD
【青森みちのく

銀行】

青森銀行 BeSTA（NTTデータ） BeSTA 
（地銀共同センター）
（NTTデータ）25/1

165（60％）みちのく銀行 Banks’ware 
（日立製作所）

①22/10
②25/１

あいちFG 
【あいち銀行】

愛知銀行 BeSTA（NTTデータ） BeSTA 
（地銀共同センター） 
（NTTデータ）25/1

125（70％）中京銀行 NEXTBASE 
（日立製作所）

①23/6
②26/1

八十二銀行・長
野銀行の合併
【八十二長野銀

行】

八十二銀行 じゅうだん会 
（日本IBM） じゅうだん会 

（日本IBM）26/1 78（54％）
長野銀行 STELLA CUBE 

（NTTデータ）

①23/6 （横浜銀行によ
る子会社化）

横浜銀行 MEJAR（NTTデータ）
統合せず神奈川銀行 STELLA CUBE 

（NTTデータ）

①23/10 （ふくおかFGに
よる子会社化）

ふくおかFG Flight21（日本IBM）
統合せず福岡中央銀行 BeSTAcloud 

（NTTデータ・SBK）

①09/10
②27/1

フィデアHD
【フィデア銀行】

北都銀行 PROBANK（富士通） BeSTAcloud 
（NTTデータ）
14/5（北都）
14/3（荘内）

126（76％）荘内銀行 BeSTA（NTTデータ）

（注） 　福井銀行・福邦銀行、青森銀行・みちのく銀行、愛知銀行・中京銀行、八十二銀行・長野銀行、北都銀行・荘内銀行の
５グループに対しては、預金保険機構との資金交付契約に基づき、それぞれ30億円ずつの資金が交付されることとなって
いる。
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